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丹沢のツキノワグマ保全に関する要望
日頃から環境行政には､ご尽力いただき感謝しております。
　ところで、報道によりますと西丹沢で、ツキノワグマ幼獣1頭が猟犬に噛まれ死亡、また雄成獣1頭が射殺されたとのことです。
　昨年は清川村で、雄ツキノワグマが射殺された事件もありました。
  聞き及ぶところによると、猟銃を持っていた者は、必ずしも危険な状態ではなく、気が動転して思わず射殺に及んだということもあったとのことです。
　両方の事例とも、ニホンジカ個体数調整のための管理捕獲実施中に起きたもので、この事業は、今後も継続して行われるものと存じます。
　この場合、ツキノワグマに遭遇する機会は今後もあることが想像されます。
  丹沢において、生息するツキノワグマは30頭ほどで、存続の危機に在ることは周知のことです。
　このことに鑑み、県当局におかれては、ニホンジカ保護管理事業に携わる猟友会会員に対する一層の指導を徹底すると共に、遭遇した場合のマニュアル作製、ツキノワグマを威嚇し退散させる手段の研究等、強力な対策を持って臨まれるよう、強く要望いたします。
